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ハ
ン
ブ
ル
グ
州
出
資
企
業
群
と
そ
の
特
色

一
―
は
じ
め
に

　
西
独
経
済
を
見
る
場
合
、
連
邦
（
国
）
・
州
・

市
町
村
が
出
資
す
る
一
連
の
企
業
群
の
特
色
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
企
業
の
大
部

分
は
民
間
企
業
と
ま
っ
た
く
同
じ
土
俵
の
上
で

対
等
の
競
争
を
演
じ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
国

営
企
業
あ
る
い
は
わ
が
国
の
政
府
等
出
資
企
業

の
よ
う
に
″
独
占
体
″
と
し
て
の
う
ま
味
に
あ

ず
か
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
極
め
て
ま
れ
だ
か
ら

で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
連
邦
が
資
本
金
の
二
五
％
以
上
を

出
資
す
る
企
業
（
「
連
邦
企
業
」
と
呼
ば
れ
、

州
が
参
加
す
る
場
合
も
あ
る
）
は
、
二
九
八
〇

年
末
現
在
、
八
九
九
社
を
数
え
、
こ
の
中
に
は

西
独
企
業
最
大
の
売
上
高
を
誇
る
V
E
B
A
社

　
（
石
油
化
学
）
、
V
O
L
K
∽
W
A
G
E
N
社
（
自

動
車
）
、
S
A
L
Z
G
I
T
T
E
R
社
（
鉄
鋼
）
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
連
邦
企
業
は
西
独

経
済
を
事
実
上
支
え
る
大
手
企
業
上
位
五
〇
〇

社
の
う
ち
ニ
○
％
前
後
を
占
め
て
お
り
、
連
邦

政
府
は
西
独
一
の
″
実
業
家
″
の
地
位
を
占
め

て
い
る
と
い
え
る
。

州
の
出
資
企
業
群
を
概
観
し
、
州
政
府
が
出
資

方
式
に
よ
り
カ
バ
ー
す
る
分
野
・
領
域
と
、
こ

れ
ら
出
資
企
業
群
の
管
理
↓
運
営
上
の
特
色
を

整
理
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
く
こ
と
と
し
た
。

　
な
お
、
本
市
の
類
似
団
体
運
営
上
の
今
後
の

課
題
・
基
本
方
向
を
考
え
る
視
点
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
１
)

若
干
、
言
及
す
る
程
度
に
と
ど
め
た
。

ニ
ー
州
出
資
企
業
群
の
類
型

　
こ
う
し
た
事
情
は
州
レ
ベ
ル
で
も
見
受
け
ら

れ
、
小
論
で
取
り
あ
げ
る
ハ
ン
ブ
ル
グ
州
（

　
「
市
」
で
も
あ
る
）
の
当
該
企
業
数
は
一
五
九

社
（
一
九
八
一
年
一
月
一
日
現
在
）
を
数
え
、

こ
れ
ら
企
業
の
事
業
分
野
は
極
め
て
広
範
囲
に

及
ん
で
い
る
。

　
そ
れ
で
は
な
ぜ
行
政
の
一
環
と
し
て
出
資

し
、
私
企
業
方
式
で
対
応
す
る
の
か
。
事
業
内

容
そ
の
も
の
が
純
粋
な
私
的
企
業
・
市
場
原
理

方
式
に
な
じ
ま
ず
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
純
粋
公

共
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
供
給
方
式
に
も
な
じ
ま

な
い
性
格
の
も
の
、
あ
る
い
は
特
定
の
事
業
主

休
に
専
業
さ
せ
る
こ
と
が
効
率
・
資
源
の
有
効

活
用
の
視
点
か
ら
望
ま
し
い
も
の
な
ど
、
わ
が

国
の
行
政
の
守
備
範
囲
及
び
対
応
方
法
と
同
一

範
躊
に
属
す
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
州
の
出
資
方
式
に
よ

る
企
業
経
営
的
行
政
分
野
は
想
像
以
上
の
広
が

り
を
持
っ
て
お
り
、
「
小
さ
な
政
府
」
、
「
活

力
あ
る
経
済
の
維
持
」
な
ど
の
視
点
か
ら
判
断

す
れ
ば
、
そ
の
功
罪
に
つ
い
て
は
別
に
、
論
議

の
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
小
論
で
は
こ
う

し
た
論
議
ま
で
は
踏
み
込
ま
ず
、
ハ
ン
ブ
ル
グ

　
ハ
ン
ブ
ル
グ
州
出
資
企
業
の
事
業
分
野
は
、

運
輸
、
港
湾
荷
役
・
倉
庫
、
都
市
（
再
）
開
発
、

住
宅
建
設
、
商
工
業
振
興
（
見
本
市
・
国
際
会

議
の
企
画
・
開
催
、
産
業
用
用
地
・
施
設
の
整

備
）
、
金
融
、
情
報
宣
伝
、
劇
場
経
営
か
ら
、

水
道
、
ガ
ス
、
電
力
、
卸
売
市
場
、
ゴ
ミ
焼
却

事
業
な
ど
公
共
性
の
極
め
て
高
い
内
容
の
分
野

に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

①
―
出
資
形
態
別
企
業
群
と
そ
の
特
色

　
州
政
府
は
従
来
、
全
企
業
に
対
し
「
直
接
出

資
」
の
形
を
と
っ
て
き
た
が
、
一
九
七
四
年
に

　
　
　
　
　
(
２
)

　
「
持
株
会
社
」
で
あ
る
ハ
ン
ブ
ル
グ
資
本
参
加

前
田
　
寿

管
理
有
限
責
任
会
社
（
H
a
m
b
u
r
g
e
r
'
G
e
s
e
l
l
-

s
c
h
a
f
t
f
i
i
rB
e
t
e
i
l
i
g
u
n
g
s
v
e
r
w
a
l
t
u
n
g

m
.

　
ｂ
Ｈ
.
以
下
。
「
Ｈ
Ｇ
V
」
と
略
す
）
を
設
立
。

当
該
会
社
を
通
し
て
の
出
資
企
業
（
間
接
出
資

企
業
）
と
直
接
出
資
企
業
と
に
二
分
、
管
理
・

運
営
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
詳
細
、
下
記
三
）
。

こ
れ
ら
企
業
群
の
内
訳
は
直
接
出
資
企
業
一
〇

一
社
（
系
列
企
業
七
三
社
を
含
む
）
、
間
接
出

資
企
業
五
八
社
（
同
四
九
社
を
含
む
）
と
な
っ

て
い
る
（
表
－
１
参
照
）
が
、
本
稿
で
社
系
列

企
業
を
除
く
直
接
出
資
企
業
二
八
社
（
持
株
会

社
一
社
を
含
む
）
及
び
持
株
会
社
出
資
の
一
次

系
列
企
業
（
間
接
出
資
企
業
）
九
社
の
概
要
を

見
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
企
業
の
資

本
形
態
別
出
資
企
業
の
内
訳
は
表
１
―
の
と
お

り
で
あ
る
。

②
―
主
た
る
直
接
出
資
企
業
群
の
業
務
内
容
と

　
　
特
色

　
少
々
長
く
な
る
が
、
主
な
直
接
出
資
企
業
の

定
款
を
も
と
に
、
業
務
内
容
と
そ
の
特
色
を
見

る
こ
と
と
す
る
。

　
ア
持
株
会
社
（
一
社
）

行
政
間
接
執
行
方
式
と
し
て
の
意
義



表―１　出資形態別に見た出資企業群（159社）

表―２　資本形態別出資企業群
　　　　　　　（系列企業をのぞく）

ハ
ン
ブ
ル
グ
資
本
参
加
管
理
有
限
責
任
会
社

（
Ｈ
Ｇ
Ｖ
）

　
ａ
業
務
内
容
（
詳
細
、
次
の
三
参
照
）

　
ｂ
　
資
本
金
（
一
九
八
〇
年
一
月
現
在
、

　
　
以
下
同
じ
）
＝
二
五
一
百
万
ド
イ
ツ
マ
ル

　
　
ク
（
以
下
、
Ｄ
Ｍ
）

　
　
　
鮒
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

イ
運
輸
関
係
会
社
（
五
社
）

　
ア
ア
ル
ド
ナ
ー
カ
ル
テ
ン
キ
ル
ヒ
エ
ン
・
ノ

　
　
イ
ミ
ュ
ビ
ス
タ
ー
鉄
道
株
式
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
●
ア
イ
デ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト

　
　
（
ハ
ン
ブ
ル
グ
）
と
ノ
イ
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー

　
　
間
の
旅
客
と
貨
物
の
運
輸
　
●
ア
ル
ト
ナ

　
　
　
（
ハ
ン
ブ
ル
グ
）
所
在
の
市
営
鉄
道
施
設

　
　
の
運
営
、
そ
の
他
　
●
系
列
企
業
一
社
保

　
　
有

　
ｂ
　
資
本
金
＝
四
・
三
百
万
Ｄ
Ｍ

　
州
出
資
比
率
＝
七
五
・
三
％

　
イ
ハ
ン
ブ
ル
グ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ソ
交
通
事

　
　
業
株
式
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
●
ラ
ウ
ェ
ソ
ブ
ル
グ
・
中

　
　
部
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
地
域
を
含
め
た
ハ
ン

　
　
ブ
ル
グ
南
東
部
に
お
け
る
旅
客
自
動
車
運

　
　
輸
　
●
系
列
企
業
三
社
保
有

　
ｂ
　
資
本
金
＝
九
、
五
三
四
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
八
八
・
一
％

　
ウ
ハ
ン
ブ
ル
グ
飛
行
場
有
限
責
任
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
●
民
間
飛
行
場
の
運
営
●

　
　
航
空
振
興
、
そ
の
他

　
ｂ
　
資
本
金
＝
五
〇
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
六
四
％
（
連
邦
二
六
％
、

　
　
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ツ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ソ

　
　
州
一
〇
％
）

　
エ
ハ
ン
ブ
ル
グ
飛
行
場
施
設
有
限
責
任
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
　
飛
行
場
修
理
工
場
施

　
　
設
、
特
に
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
株
式
会
社
の
技

　
　
術
基
地
の
設
置
・
管
理
と
賃
貸

　
ｂ
　
資
本
金
＝
五
八
、
六
六
九
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
一
州
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

　
オ
ハ
ダ
ッ
ク
船
旅
・
フ
ェ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
株

　
　
式
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
●
ハ
ン
ブ
ル
グ
港
内
、
エ

　
　
ル
ベ
下
流
の
水
上
旅
客
運
輸
及
び
外
洋
フ

　
　
ェ
リ
丿
交
通
　
●
系
列
企
業
一
五
社
保

　
　
有

　
ｂ
　
資
本
金
＝
三
三
・
三
二
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

ウ
港
湾
・
倉
庫
関
係
会
社
（
二
社
）

　
ア
ハ
ン
ブ
ル
グ
港
湾
倉
庫
・
株
式
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
●
各
種
海
上
交
通
経
済
に

　
　
関
す
る
業
務
　
●
系
列
企
業
四
社
保
有

　
ｂ
　
資
本
金
＝
一
〇
四
・
二
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

　
イ
エ
ル
ベ
・
ミ
ご
ア
ル
ラ
ソ
ト
運
河
有
限
責

　
　
任
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
●
エ
ル
ベ
ザ
イ
テ
ン
運
河

　
建
設
融
資
　
●
ミ
ッ
ア
ル
ラ
ソ
ト
運
河
東

　
　
部
区
間
の
拡
張
工
事

ｂ
　
資
本
金
＝
〇
・
三
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
二
〇
％

エ
金
融
関
係
会
社
（
四
社
）

　
各
金
融
機
関
は
特
別
立
法
に
よ
る
公
法
人
組

織
で
あ
る
。

　
ア
　
ハ
ン
ブ
ル
グ
州
銀
行

　
ａ
業
務
内
容
＝
●
一
般
金
融
　
●
系
列
企

　
　
業
五
一
社
保
有

　
ｂ
　
資
本
金
＝
二
〇
三
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

　
イ
　
ハ
ン
ブ
ル
グ
住
宅
金
融
公
庫

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
住
宅
金
融

　
ｂ
　
資
本
金
＝
一
〇
〇
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

　
ウ
ド
イ
ツ
同
業
組
合
銀
行

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
組
合
金
融

　
ｂ
　
資
本
金
＝
五
六
七
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
○
・
○
○
八
八
％

　
エ
復
興
金
融
公
庫

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
復
興
資
金
融
資

　
ｂ
　
資
本
金
＝
一
、
〇
〇
〇
百
万
Ｄ
Ｍ
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州
出
資
比
率
＝
一
・
六
％

オ
情
報
・
宣
伝
関
係
会
社
（
七
社
）

　
ア
　
ハ
ン
ブ
ル
グ
外
部
宣
伝
有
限
責
任
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
●
州
有
地
内
で
の
宣
伝

　
　
●
州
内
及
び
他
の
市
町
村
に
お
け
る
宣
伝

　
　
・
広
告

　
ａ
　
資
本
金
＝
〇
・
一
百
万
Ｄ
Ｍ
　
　
　
　
　

　
　
州
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

　
イ
　
ハ
ン
ブ
ル
グ
情
報
有
限
責
任
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
ハ
ン
ブ
ル
グ
州
政
府
の
情

　
　
報
提
供
、
特
に
誘
客
対
策
上
、
州
政
府
経

　
　
済
省
Ｐ
Ｒ
局
の
実
働
部
隊
と
し
て
の
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　
(
３
）

　
　
を
担
っ
て
い
る
。

　
ｂ
　
資
本
金
＝
○
・
○
二
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

　
ウ
　
映
画
・
写
真
製
作
所
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）

　
　
有
限
責
任
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
映
画
・
写
真
製
作

　
ｂ
　
資
本
金
＝
〇
・
二
二
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
一
〇
％

　
エ
　
学
術
映
画
製
作
所
（
ゲ
ッ
チ
ン
グ
ン
）

　
　
有
限
責
任
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
学
術
映
画
製
作

　
ｂ
　
資
本
金
＝
〇
・
一
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
一
〇
％

　
オ
　
情
報
・
記
録
製
作
所
有
限
責
任
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
情
報
・
記
録
製
作

　
ｂ
　
資
本
金
＝
○
・
○
三
一
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
三
・
二
三
％

　
カ
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
物
理
・
数
学
専
門
情
報

　
　
セ
ン
タ
ー
有
限
責
任
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
物
理
・
数

　
　
学
関
係
の
情
報
の
収
集
・
普
及

　
ｂ
　
資
本
金
＝
○
・
○
三
一
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
二
・
二
三
％

　
キ
　
大
学
情
報
シ
ス
テ
ム
有
限
責
任
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
大
学
教
育
関
係
情
報
の
収

　
　
集
・
普
及

　
ｂ
　
資
本
金
＝
○
・
○
三
三
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
六
・
〇
六
％

カ
劇
場
関
係
会
社
（
三
社
）

　
ア
　
ハ
ソ
ブ
ル
グ
オ
ぺ
ラ
座
株
式
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
オ
ペ
ラ
座
経
営

　
ｂ
　
資
本
金
＝
○
・
○
五
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

　
イ
新
劇
場
有
限
責
任
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
劇
場
経
営

　
ｂ
　
資
本
金
＝
○
・
○
二
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

　
ウ
　
ダ
リ
ア
劇
場
有
限
責
任
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
劇
場
経
営

　
ｂ
　
資
本
金
＝
○
・
○
六
五
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

キ
そ
の
他
（
六
社
）

　
ア
　
ハ
ン
ブ
ル
グ
給
水
有
限
責
任
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
●
州
内
へ
の
給
水
　
●
プ

　
　
ー
ル
及
び
医
療
用
プ
ー
ル
の
経
営

　
ｂ
　
資
本
金
＝
一
九
〇
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

　
イ
　
ハ
ソ
ブ
ル
ダ
ー
ア
ル
ト
ナ
魚
市
場
有
限

ａ
　
業
務
内
容
＝
隣
接
市
町
村
と
の
共
同
に

　
よ
る
ゴ
ミ
焼
却
場
の
運
営

ｂ
　
資
本
金
＝
○
・
○
二
百
万
Ｄ
Ｍ

　
州
出
資
比
率
＝
八
〇
％

　
責
任
会
社

ａ
　
業
務
内
容
＝
●
魚
市
場
の
管
理
　
●
魚

　
類
の
競
売
、
加
工
、
冷
凍
貯
蔵

ｂ
　
資
本
金
＝
Ｈ
一
、
八
六
五
百
万
Ｄ
Ｍ

　
州
出
資
比
率
＝
＝
一
〇
〇
％

ウ
　
ハ
ｙ
ブ
ル
グ
非
営
利
集
団
住
宅
株
式
会

　
社
　
　

ａ
　
業
務
内
容
＝
●
住
宅
建
設
及
び
管
理

　
●
公
営
住
宅
の
管
理
　
●
住
宅
建
設
・
管

　
理
の
受
託
、
そ
の
他
　
●
系
列
企
業
一
社

　
保
有

ｂ
　
資
本
金
＝
二
〇
百
万
Ｄ
Ｍ

　
州
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

エ
ム
ソ
ブ
ル
グ
職
業
促
進
有
限
責
任
会
社

ａ
　
業
務
内
容
＝
●
身
体
障
害
者
の
職
業
リ

　
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
運
営
　
●
系

　
列
企
業
二
社
保
有

ｂ
　
資
本
金
＝
〇
・
五
百
万
Ｄ
Ｍ

　
州
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

オ
　
造
船
・
航
行
核
エ
ネ
ル
ギ
ト
利
用
有
限

　
責
任
会
社

ａ
　
業
務
内
容
＝
●
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
、

　
原
子
力
船
・
原
子
炉
の
安
全
研
究
　
●
原

　
材
料
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究
　
●
環
境
保

　
護
、
脱
塩
技
術
、
水
中
技
術
、
オ
フ
シ
ョ

　
ア
構
造
の
研
究

ｂ
　
資
本
金
＝
○
・
○
八
百
万
Ｄ
Ｍ

　
州
出
資
比
率
＝
一
・
二
五
％

カ
　
シ
ュ
タ
し
ヘ
ル
フ
ェ
ル
ト
ゴ
ミ
焼
却
公

　
益
事
業
体
有
限
責
任
会
社

①
　
持
株
会
社
Ｈ
Ｇ
Ｖ
の
機
能

　
Ｈ
Ｇ
Ｖ
は
前
章
ニ
ー
①
で
見
た
と
お
り
州
出

資
企
業
群
の
う
ち
の
一
部
企
業
の
持
株
会
社
で

あ
り
、
こ
れ
ら
系
列
企
業
の
経
営
管
理
（
と
く

に
財
務
管
理
）
を
業
務
と
し
て
い
る
。
本
節
で

は
組
織
・
機
構
、
州
政
府
・
系
列
企
業
と
の
資

金
関
係
な
ど
、
そ
の
機
能
を
見
る
こ
と
と
す

る
。
ア
組
織
・
機
構

　
極
め
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
人
員
配
置
で
あ
り
、

役
員
四
人
、
従
業
員
一
〇
人
で
運
営
さ
れ
て
い

る
。
役
員
は
二
人
が
州
政
府
（
財
務
省
）
か
ら
、

残
り
二
人
は
Ｈ
Ｇ
Ｖ
の
系
列
企
業
（
後
述
②
参

照
）
で
あ
る
ハ
ン
ブ
ル
グ
ー
ガ
ス
有
限
責
任
会

社
及
び
ハ
ン
ブ
ル
グ
高
架
鉄
道
株
式
会
社
か
ら

各
一
人
が
派
遺
さ
れ
て
い
る
。

④
Ｈ
Ｇ
Ｖ
と
州
政
府
と
の
資
金
関
係

　
Ｈ
Ｇ
Ｖ
と
州
政
府
と
の
関
係
の
特
色
は
前
述

の
人
的
関
係
に
も
見
ら
れ
る
が
、
最
大
の
特
色

は
以
下
の
資
金
関
係
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ウ

で
詳
述
す
る
よ
う
に
Ｈ
Ｇ
Ｖ
設
立
の
ね
ら
い
は

　
「
税
制
上
の
特
典
」
を
活
用
す
る
こ
と
に
あ

三
―
持
株
会
社
の
機
能
と
主
要
系
列

　
　
　
　
企
業
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り
、
州
出
資
企
業
群
の
間
に
お
け
る
「
利
益
―

損
失
」
を
極
力
、
相
殺
し
、
州
政
府
の
資
金
の

持
出
し
（
赤
字
補
填
な
ど
）
を
軽
減
す
る
点
に

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｈ
Ｇ
Ｖ
は
系
列
企
業
の
増

資
に
応
じ
た
り
、
こ
れ
ら
企
業
に
対
し
融
資
あ

る
い
は
赤
字
補
填
を
行
う
。
こ
の
場
合
、
州
政

府
は
Ｈ
Ｇ
ｖ
向
け
の
出
資
・
貸
付
（
い
ず
れ
も

州
予
算
と
し
て
計
上
）
あ
る
い
は
民
間
資
金
の

導
入
に
対
す
る
保
証
（
枠
保
証
）
を
付
与
（
州

予
算
関
連
事
項
と
し
て
議
決
）
す
る
形
で
資
金

援
助
を
行
っ
て
い
る
が
、
系
列
企
業
間
の
「
利

益
－
損
失
」
を
Ｈ
Ｇ
Ｖ
勘
定
で
相
殺
、
州
政
府

の
財
政
援
助
負
担
を
最
小
限
に
食
い
と
め
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。

ウ
Ｈ
Ｇ
Ｖ
と
系
列
企
業
と
の
資
金
関
係

　
Ｈ
Ｇ
ｖ
と
系
列
企
業
間
の
資
金
関
係
上
、
重

要
な
意
味
を
持
つ
の
が
「
利
益
供
与
契
約
を
結

ん
で
い
る
資
本
参
加
（
B
e
t
e
i
l
i
g
u
n
g
e
n

m
i
t

G
e
w
i
n
n
a
b
f
u
h
r
u
n
g
s
v
e
r
t
r
a
s
e
n
)
」
で
あ
る

か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
表
―
１
で
見
た

と
お
り
、
Ｈ
Ｇ
Ｖ
と
一
次
系
列
企
業
と
の
間
で

は
五
社
が
、
二
次
・
三
次
系
列
企
業
間
で
は
一

六
社
が
当
該
契
約
を
結
ん
だ
資
本
参
加
関
係
に

あ
り
、
こ
れ
ら
企
業
と
Ｈ
Ｇ
ｖ
は
財
務
的
に
連

結
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
持
株
会
社
と
そ
の
系
列
企
業
間

の
連
結
財
務
、
税
制
上
の
特
典
は
次
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
４
)

優
遇
措
置
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

ア
利
益
供
与
契
約
に
よ
る
系
列
企
業
の
利
益
に

　
対
す
る
非
課
税
措
置

　
系
列
企
業
と
持
株
会
社
と
の
間
に
「
利
益
供

与
契
約
」
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
系
列
企
業

の
あ
げ
た
利
益
は
持
株
会
社
が
全
額
引
取
り
、

課
税
は
持
株
会
社
の
利
益
に
対
し
て
の
み
行
わ

れ
る
。
従
っ
て
、
持
株
会
社
そ
れ
自
身
に
損
失

が
あ
れ
ば
、
系
列
企
業
の
利
益
を
引
取
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
損
失
と
利
益
と
が
相
殺
さ
れ

る
。
反
対
に
持
株
会
社
そ
れ
自
身
に
利
益
が
あ

り
、
系
列
企
業
の
損
失
を
引
取
る
場
合
に
は
、

こ
の
損
失
見
合
い
分
だ
け
持
株
会
社
の
課
税
対

象
利
益
は
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し

て
、
持
株
会
社
・
系
利
企
業
全
体
の
税
制
上
の

負
担
は
軽
減
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
損

失
控
除
が
認
め
ら
れ
る
期
間
は
五
年
で
あ
り
、

こ
の
期
間
内
に
利
益
が
発
生
す
れ
ば
期
間
内
で

相
殺
が
な
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
法
人
税
法

上
の
機
関
関
係
に
よ
っ
て
生
ず
る
利
益
は
直
ち

に
損
失
と
の
相
殺
を
行
う
こ
と
に
よ
る
「
利
息

の
軽
減
」
あ
る
い
は
「
流
動
資
金
の
節
約
」
が

可
能
と
な
る
点
に
あ
る
と
い
え
る
。

イ
持
株
減
税
特
恵

　
持
株
会
社
が
系
列
企
業
の
資
本
の
二
五
％
以

上
を
保
有
す
る
場
合
、
系
列
企
業
の
財
産
増
加

に
対
し
て
は
系
列
企
業
の
み
に
課
税
さ
れ
、
持

株
会
社
に
は
課
税
し
な
い
と
い
う
内
容
の
も
の

で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
イ
の
恩
典
は
と
も
か
く
、
Ｈ
Ｇ
Ｖ

設
立
に
よ
る
ア
の
利
点
は
ど
の
程
度
確
保
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
利
益
供
与
契
約
」

締
結
済
の
一
次
系
列
企
業
五
社
と
二
次
・
三
次

表― 3　ＨＧＶと利益供与契約を締結している１次系列企業
　　　　の業積

系
列
企
業
一
六
社
（
こ
れ
ら
企
業
の
利
益
・
損

失
は
一
次
系
列
企
業
の
財
務
に
連
結
、
表
示
さ

れ
る
）
の
連
結
後
の
決
算
数
字
は
表
―
３
の
と

お
り
、
約
五
、
〇
〇
〇
万
Ｄ
Ｍ
の
赤
字
（
一
九

八
〇
年
）
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

も
し
も
Ｈ
Ｇ
Ｖ
を
設
立
せ
ず
州
出
資
が
す
べ
て

直
接
出
資
方
式
で
あ
れ
ば
、
黒
字
計
上
企
業
三

社
の
利
益
五
〇
三
三
Ｄ
Ｍ
万
に
対
し
て
は
課
税

が
な
さ
れ
る
一
方
、
赤
字
計
上
企
業
三
社
の
損

失
一
億
一
一
〇
万
Ｄ
Ｍ
に
対
し
て
は
州
政
府
は

赤
字
補
填
の
必
要
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
。

　
「
三
社
の
黒
字
分
課
税
額
プ
ラ
ス
三
社
の
赤
字

分
補
填
額
」
に
見
合
う
額
だ
け
財
政
負
担
の
軽

減
が
実
現
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
州
政
府
の
方
針
で
は
、
今
後
、
直
接
出
資
方
式

か
ら
持
株
会
社
に
よ
る
出
資
・
管
理
方
式
へ
、

そ
し
て
「
利
益
供
与
契
約
」
の
締
結
・
連
結
財

務
方
式
に
よ
る
出
資
企
業
の
一
体
的
な
経
営
へ

の
転
換
を
目
ざ
す
こ
と
が
明
ら
か
と
さ
れ
て
い

る
が
、
州
出
資
比
率
の
多
寡
、
会
社
設
立
の
経

緯
、
会
社
業
績
の
見
通
し
等
を
勘
案
、
転
換
作

業
は
長
期
計
画
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
と
し

て
い
る
。

②
―
Ｈ
Ｇ
Ｖ
主
要
系
列
企
業
の
業
務
内
容
と

　
　
特
色

ア
Ｈ
Ｇ
Ｖ
と
利
益
供
与
契
約
を
締
結
済
の
企
業

　
ア
　
シ
ュ
プ
リ
ン
ケ
ン
ホ
フ
株
式
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
●
州
政
府
所
有
の
商
工
業

　
　
用
地
の
管
理
、
商
工
業
用
建
物
の
建
設
及

　
　
び
賃
貸
な
ど
、
州
政
府
の
行
う
企
業
誘

　
　
致
、
産
業
振
興
上
の
実
働
部
隊
と
し
て
機

　
　
能
し
て
い
る
。
　
●
公
共
用
建
築
物
の
倅

　
　
設
及
び
賃
貸
を
民
間
企
業
と
同
じ
立
場
で

　
　
行
っ
て
い
る
。

　
ｂ
　
資
本
金
＝
七
・
三
六
一
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

　
イ
　
ハ
ン
ブ
ル
グ
見
本
市
・
会
議
有
限
責
任

　
　
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
●
見
本
市
・
展
示
会
の
企

　
　
画
・
開
催
　
●
各
種
会
議
・
催
物
の
企
画

　
　
・
開
催
　
●
系
列
企
業
一
社
（
レ
ス
ト
ラ

　
　
ソ
経
営
会
社
）
保
有

　
ｂ
　
資
本
金
＝
二
〇
百
万
Ｄ
Ｍ
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州
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

ウ
　
ハ
ン
ブ
ル
グ
高
架
鉄
道
株
式
会
社

ａ
　
業
務
内
容
＝
●
州
内
及
び
州
周
辺
を
走

　
る
快
速
電
車
（
∽
‐
B
a
h
n
）
、
貨
物
電
車
、

　
自
動
車
路
線
の
経
営
　
●
ア
ル
ス
タ
ー
湖

　
定
期
船
の
経
営
　
●
系
列
企
業
一
九
社

　
　
（
フ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト
車
両
工
場
有
限
責

　
任
会
社
、
そ
の
他
）
保
有

ａ
　
資
本
金
＝
一
四
一
・
〇
三
五
百
万
Ｄ
Ｍ

　
州
出
資
比
率
＝
九
七
・
八
％

エ
　
ハ
ソ
ブ
ル
グ
ー
ガ
ス
有
限
責
任
会
社

ａ
　
業
務
内
容
＝
●
都
市
ガ
ス
の
製
造
・
販

　
売
及
び
そ
の
副
産
物
の
販
売
　
●
天
然
ガ

　
ス
の
販
売
　
●
汽
力
発
電
所
に
よ
る
熱
供

　
　
給
●
系
列
企
業
五
社
（
ホ
ル
シ
ュ
テ
ン

　
ガ
ス
有
限
責
任
会
社
、
そ
の
他
）
保
有

ｂ
　
資
本
金
＝
一
七
〇
百
万
Ｄ
Ｍ

　
州
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

オ
　
ハ
ン
ブ
ル
グ
都
市
開
発
有
限
責
任
会
社

ａ
　
業
務
内
容
＝
●
住
宅
地
を
中
心
と
す
る

　
市
街
地
再
開
発
（
一
九
八
〇
年
実
績
）

　
住
宅
＝
六
地
区
五
八
六
戸
　
一
般
駐
車
場

　
＝
五
九
〇
台
分
　
地
下
駐
車
場
＝
一
六
二

　
台
分
　
●
イ
ラ
ン
か
ら
受
注
し
た
住
宅
建

　
設
（
六
六
〇
〇
戸
）
が
政
変
か
ら
暗
礁
に

　
乗
り
上
げ
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

　
も
判
る
よ
う
に
、
民
間
建
設
会
社
と
何
ら

　
変
ら
な
い
業
務
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

ｂ
　
資
本
金
＝
○
・
○
二
百
万
Ｄ
Ｍ

　
州
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

イ
Ｈ
Ｇ
Ｖ
と
利
益
供
与
契
約
を
未
締
結
の
企
業

　
ア
　
ハ
ン
ブ
ル
グ
勧
業
振
興
有
限
責
任
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
●
商
工
業
用
地
の
（
再
）

　
　
開
発
　
●
市
街
地
再
開
発
地
域
内
に
立
地

　
　
す
る
零
細
企
業
を
対
象
に
建
物
の
建
設
及

　
　
び
管
理
を
行
う
。
な
お
当
該
零
細
企
業
に

　
　
対
し
て
は
新
旧
家
賃
差
額
相
当
を
州
政
府

　
　
が
補
助
（
補
助
期
間
七
年
間
）
し
て
お

　
　
り
、
当
該
企
業
は
州
政
府
の
産
業
政
策
そ

　
　
の
も
の
の
一
端
を
に
な
っ
て
い
る
と
い
え

　
　
る
。

　
ｂ
　
資
本
金
＝
〇
・
二
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
‐
‥
七
〇
％

　
イ
　
メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
・
ペ
ル
コ
ウ
・

　
　
プ
ロ
ー
ム
有
限
責
任
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
飛
行
機
の
製
造
・
販
売

　
ｂ
　
資
本
金
＝
二
五
〇
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
二
〇
・
三
％

　
㈲
　
ハ
ン
ブ
ル
グ
電
力
株
式
会
社

　
ａ
　
業
務
内
容
＝
●
州
内
及
び
シ
ュ
レ
ス
ヴ

　
　
ィ
ッ
ヒ
ー
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
（
一
部
）

　
　
へ
の
電
力
供
給
　
●
州
内
住
宅
地
・
工
場

　
　
地
帯
に
お
け
る
地
域
暖
房
の
実
施
（
西
ヨ

　
　
ー
ロ
ッ
パ
最
大
規
模
を
誇
る
）
　
●
系
列

　
　
企
業
二
四
社
（
シ
ュ
タ
ム
ア
原
子
力
発
電

　
　
所
有
限
責
任
会
社
、
そ
の
他
）
保
有

　
ｂ
　
資
本
金
＝
四
六
〇
百
万
Ｄ
Ｍ

　
　
州
出
資
比
率
＝
七
一
・
四
％

　
エ
　
エ
ル
ベ
川
下
流
拡
張
工
事
有
限
責
任
会

　
　
社

ａ
　
業
務
内
容
＝
●
エ
ル
ベ
川
下
流
域
の
拡

　
張
工
事
の
施
工
。
な
お
、
当
該
企
業
は
Ｉ

　
九
七
九
年
度
に
州
政
府
か
ら
Ｈ
Ｇ
Ｖ
に
移

　
管
さ
れ
、
系
列
企
業
化
さ
れ
た
。

ｂ
　
資
本
金
＝
○
・
○
二
百
万
Ｄ
Ｍ

　
州
出
資
比
率
＝
一
〇
〇
％

四
―
横
浜
市
関
係
団
体
の
運
営

　
　
　
　
課
題
と
方
向

表-4　横浜市の関係団体

①
―
横
浜
市
関
係
団
体
の
概
要

　
本
市
の
関
係
団
体
に
つ
い
て
は
『
外
郭
団
体

の
設
置
、
運
営
及
び
活
動
の
総
合
調
整
に
関
す

る
要
綱
』
に
基
づ
き
、
設
置
、
運
営
及
び
活
動

に
関
す
る
指
導
、
調
整
が
行
わ
れ
、
モ
の
対
象

団
体
数
は
表
―
４
の
と
お
り
八
〇
団
体
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
本
市
が
主
導
的
に
設
置

し
、
か
つ
本
市
業
務
内
容
と
密
接
な
関
連
を
有

す
る
法
人
で
、
原
則
と
し
て
注
５
の
基
準
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
「
指
定
団
体
」

　
（
該
当
数
三
〇
団
体
）
と
し
、
そ
の
運
営
に
つ

い
て
は
本
市
へ
の
定
期
的
な
報
告
、
本
市
に
よ

る
監
察
の
実
施
な
ど
、
市
の
よ
り
詳
細
な
か
か

お
り
方
を
明
示
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
関
係
団
体
の
組
織
形
態
上
の
特
色
と

し
て
は
、
財
団
法
人
方
式
（
三
五
団
体
）
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
り
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
州

　
　
　
　
　
　
　
　
６

の
会
社
方
式
中
心
主
義
と
は
好
対
照
を
な
し
て

い
る
。
ま
た
、
事
業
内
容
別
で
は
産
業
関
係

（
一
七
団
体
）
、
福
祉
・
医
療
関
係
（
一
二
団
体
）
、

文
化
・
教
育
関
係
（
一
一
団
体
）
、
港
湾
、
倉

庫
関
係
（
一
〇
団
体
）
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

②
―
関
係
団
体
の
運
営
課
題
・
方
向

　
本
市
と
関
係
団
体
の
間
に
は
出
資
を
め
ぐ
る

　
「
資
金
的
関
係
」
は
も
ち
ろ
ん
、
職
員
出
向
な

ど
の
「
人
的
関
係
」
、
行
政
の
直
接
執
行
分
野

と
の
補
完
性
を
中
心
と
す
る
「
業
務
的
関
係
」
．

さ
ら
に
は
設
立
経
緯
な
ど
の
特
殊
事
情
が
存
在

し
て
い
る
が
、
今
日
、
住
民
ニ
ー
ズ
そ
の
も
の
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の
変
質
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
の
あ
り
方

　
（
供
給
形
態
）
と
い
う
視
点
か
ら
の
再
検
討
が

迫
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
「
経
営
の
活
性

化
」
と
は
こ
の
情
勢
変
化
へ
の
対
応
・
先
取
り

で
あ
り
、
具
体
的
に
は
事
業
内
容
と
組
織
形
態

の
転
換
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
課
題
・
方
向
の
第
一
は
、
関
係
団
体
間

の
各
種
事
業
内
容
を
住
民
ニ
ー
ズ
の
動
向
（
需

要
基
準
）
に
照
ら
し
合
せ
、
ど
の
よ
う
に
関
連

づ
け
、
統
・
廃
合
し
て
い
く
か
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
同
一
範
躊
に
属
す
る
事
業
は
各
関
係
団

体
の
事
業
を
分
割
・
再
編
成
を
行
う
こ
と
に
ょ

り
浮
か
び
上
っ
て
く
る
が
、
需
要
基
準
の
視
点

か
ら
こ
れ
ら
事
業
を
括
り
、
そ
れ
に
対
応
し
た

組
織
形
態
を
採
択
し
て
い
く
か
で
あ
る
。
「
駐

車
場
経
営
」
に
着
目
し
た
場
合
、
特
殊
法
人
横

浜
市
土
地
開
発
公
社
、
財
団
法
人
横
浜
市
公
園

協
会
、
社
団
法
人
横
浜
市
観
光
協
会
、
財
団
法

人
横
浜
駅
東
口
開
発
公
社
、
株
式
会
社
横
浜
シ

テ
イ
・
エ
ア
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
が
同
一
業
務

を
行
っ
て
お
り
、
「
黒
字
↓
法
人
税
な
ど
の
納

付
」
団
体
も
あ
れ
ば
、
「
赤
字
↓
市
の
財
政
援

助
」
団
体
も
あ
り
、
市
と
関
係
団
体
と
を
連
結

財
務
的
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
は
明
ら
か

に
非
効
率
運
営
で
あ
り
、
改
善
の
余
地
を
残
し

て
い
る
と
い
え
る
。
同
様
な
こ
と
は
類
似
・
関

連
事
業
を
営
む
団
体
間
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
観
光
振
興
（
施
設
管
理
）
関
連
事
業
の
場

合
で
あ
る
。
財
団
法
人
横
浜
市
観
光
協
会
、
財

団
法
人
三
渓
園
保
勝
会
、
財
団
法
人
横
浜
海
洋

科
学
博
物
館
、
さ
ら
に
は
財
団
法
人
大
仏
次
郎

記
念
会
な
ど
の
諸
団
体
は
「
誘
客
」
と
い
う
視

点
か
ら
と
ら
え
れ
ば
、
そ
の
事
業
内
容
に
は
開

発
型
・
管
理
型
・
行
政
補
完
匹
な
ど
若
干
の
違

い
が
存
在
す
る
も
の
の
、
同
一
団
体
の
下
に
統

合
さ
れ
経
営
さ
れ
る
こ
と
が
望
し
い
面
が
多
い

と
い
え
る
。

　
こ
う
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
面
「
事
業

調
整
」
か
ら
着
手
し
、
今
後
「
団
体
間
の
事
業

委
託
・
業
務
提
携
」
さ
ら
に
は
「
事
業
分
割
・

合
併
」
な
ど
団
体
の
再
編
成
を
指
向
す
べ
き
で

は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
赤
字
団

体
と
黒
字
団
体
の
統
合
化
を
考
慮
し
、
「
持
株

会
社
」
と
同
様
の
利
点
を
生
か
す
べ
く
「
事
業

部
制
」
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
た
め

に
ぼ
類
似
・
関
連
事
業
を
極
力
、
広
く
と
ら
え
、

事
業
の
再
編
を
企
画
し
、
新
し
い
団
体
像
を
構

築
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
第
二
の
課
題
・
方
向
は
、
民
間
企
業
な
ど
の

事
業
分
野
と
の
役
割
分
担
に
か
か
る
問
題
で
あ

る
。
今
日
、
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
上
の
特
色

は
、
″
公
共
経
済
学
″
に
い
う
公
共
財
の
私
的

供
給
及
び
私
的
財
の
公
共
的
供
給
と
い
う
錯
綜

し
た
状
況
が
益
々
強
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
は
公
共
財
・
私
的
財
の
中
間
領
域
（
グ
レ

ー
ゾ
ー
ン
）
と
し
て
の
準
公
共
財
の
ウ
ェ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動

向
の
中
で
、
今
日
。
準
公
共
財
の
サ
ー
ビ
ス
供

給
形
態
と
し
て
は
「
第
二
セ
ク
タ
ー
（
公
共
関

生活環境施設・サービスの分類（性格，費用負担，供給主体）表―５
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係
部
門
。
上
述
行
政
補
完
型
の
団
体
）
」
。

　
「
第
三
セ
ク
タ
ー
（
公
共
部
門
プ
ラ
ス
民
間
企

業
）
、
「
第
四
セ
ク
タ
ー
（
公
共
部
門
プ
ラ
ス
個

人
）
」
の
三
類
型
化
・
多
様
化
が
と
ら
れ
て
き

て
い
る
が
（
表
―
５
）
、
サ
ー
ビ
ス
供
給
形
態
の

あ
り
方
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
経
済
・
社

会
の
変
動
に
伴
い
、
サ
ー
ビ
ス
（
財
）
の
性
格

そ
の
も
の
が
変
化
し
、
「
サ
ー
ビ
ス
（
財
）
間
の

移
動
」
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
る
点
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
産
業
の
サ
ー
ビ

ス
化
・
ソ
フ
ト
化
の
中
で
従
来
の
準
公
共
財
部

門
に
対
し
、
民
間
企
業
の
進
出
が
相
次
い
で
お

り
、
″
私
的
財
″
化
の
動
き
が
顕
著
と
な
り
つ

つ
あ
る
。
例
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
文
化
施

設
の
民
間
企
業
に
よ
る
経
営
化
、
成
人
講
座
の

開
催
な
ど
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
「
サ
ー
ビ
ス
（
財
）
間
の
移
動
」

は
今
後
、
一
段
と
各
団
体
の
事
業
の
再
編
（
委

託
、
移
管
）
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
団
体
間
の
合

併
、
さ
ら
に
は
組
織
形
態
の
転
換
な
ど
を
迫
っ

て
く
る
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。

　
関
係
団
体
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
少
く
と

も
以
上
二
点
の
課
題
・
方
向
を
目
標
に
、
具
体

策
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
行
く
必
要
が
あ
る

も
の
と
考
え
る
。

五
－
あ
と
が
き

Ｉ
ビ
ス
（
財
）
の
供
給
形
態
そ
の
も
の
も
多
様

化
・
転
換
を
図
る
必
要
の
あ
る
こ
と
は
四
で
見

た
と
お
り
で
あ
る
が
、
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
（
財
）

の
供
給
の
あ
り
方
は
も
ち
ろ
ん
、
新
規
の
サ
ー

ビ
ス
（
財
）
の
供
給
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
従

来
に
も
増
し
て
、
行
政
に
よ
る
「
直
接
執
行
」

か
「
間
接
執
行
」
か
の
判
断
が
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
く
る
。
行
政
責
任
・
守
備
範
囲
の
と
ら

え
方
、
間
接
執
行
（
経
営
）
を
企
図
す
る
場
合

の
行
政
の
か
か
お
り
方
、
事
業
の
範
囲
と
組
織

形
態
の
選
択
、
事
業
の
性
格
に
基
づ
く
収
入
・

支
出
の
性
格
（
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
作
動
の
程
度
、

収
益
事
業
の
ウ
ェ
イ
ト
と
税
法
上
の
取
扱
い
問

題
な
ど
）
、
収
支
構
造
見
通
し
な
ど
、
検
討
項

目
は
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
際
、
団
体
の
設
立

目
的
、
カ
バ
ー
領
域
を
単
一
的
・
限
定
的
に
と

ら
え
る
こ
と
な
く
、
新
し
い
関
連
領
域
へ
の
対

応
を
想
定
し
、
将
来
、
機
動
力
―
人
的
・
機

関
決
定
上
、
資
金
調
達
・
運
用
上
な
ど
―
が

確
保
を
で
き
る
よ
う
策
を
講
じ
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
サ
ー
ビ
ス
（
財
）

供
給
主
体
の
形
態
を
考
え
る
と
、
前
掲
表
―
５

の
第
二
セ
ク
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
財

団
法
人
中
心
主
義
を
再
検
討
し
、
そ
の
多
様
化

を
企
図
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
小
論
で
ハ
ン
ブ
ル
グ
州
出
資
企
業
群
の

紹
介
に
大
部
分
の
紙
数
を
割
い
た
ね
ら
い
は
、

国
情
の
違
い
を
考
慮
す
る
と
し
て
も
ハ
ン
ブ
ル

グ
州
出
資
企
業
群
の
カ
バ
ー
分
野
の
広
さ
を
確

住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
変
質
の
中
で
、
サ

認
す
る
こ
と
が
″
発
想
転
換
″
の
刺
激
剤
に
な

り
う
る
の
で
は
、
と
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

　
本
市
で
は
こ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
る
た
め

上
述
の
「
要
綱
」
に
基
づ
き
、
「
外
郭
団
体
調

整
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、
複
合
都

市
経
営
体
と
し
て
の
「
市
」
の
あ
り
方
を
問
い

続
け
る
組
織
で
あ
り
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
１
　
本
稿
二
及
び
三
は
「
横
浜
市
ハ
ン
ブ
ル

　
　
グ
駐
在
員
時
代
」
の
レ
ポ
ー
ト
に
加
筆
し

　
　
た
も
の
で
あ
り
、
四
は
試
論
の
域
を
出
て

　
　
い
な
い
こ
と
を
お
断
り
す
る
。

　
２
　
持
株
会
社
の
設
立
は
わ
が
国
に
お
い
て

　
　
は
『
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の

　
　
確
保
に
関
す
る
法
律
』
第
九
条
に
よ
り
禁

　
　
止
さ
れ
て
い
る
。

　
３
　
拙
稿
「
ハ
ン
ブ
ル
グ
市
に
お
け
る
誘
客

　
　
対
策
と
そ
の
組
織
・
機
構
」
（
横
浜
市
経

　
　
済
局
『
横
浜
経
済
と
市
民
生
活
・
一
九
八

　
　
〇
年
』
所
収
）

　
４
　
わ
が
国
と
西
ド
イ
ツ
の
会
社
関
係
法
規

　
　
を
比
較
し
た
『
ド
イ
ツ
と
日
本
の
会
社

　
　
法
（
改
訂
版
）
』
（
ハ
ン
ス
ー
ヴ
ュ
ル
デ

　
　
ィ
ン
ガ
ー
著
、
河
本
一
郎
編
、
商
事
法
務

　
　
研
究
会
刊
、
一
九
七
五
年
）
二
五
一
～
二

　
　
五
四
ペ
ー
ジ
脚
注
参
照
。

　
５
　
昭
和
五
十
七
年
八
月
三
十
一
日
付
「
要

　
　
綱
」
施
行
に
関
す
る
助
役
依
名
通
達
、
第

　
三
ノ
ニ
　
⑦
特
別
法
に
基
づ
く
地
方
公
社

イ
　
出
資
率
五
〇
％
以
上
の
民
法
法
人

ウ
　
団
体
の
運
営
費
の
大
半
が
本
市
か
ら
の

　
補
助
金
等
の
財
政
援
助
に
よ
る
も
の

エ
　
団
体
の
理
事
長
、
会
長
等
の
責
任
者
に

　
本
市
の
現
職
、
退
職
者
が
就
任
し
て
い
る

　
も
の
、
若
し
く
は
団
体
の
役
職
者
の
給
与

　
決
定
に
本
市
が
関
与
し
て
い
る
も
の

②
　
そ
の
他
特
に
市
長
が
必
要
と
認
め
指
定

　
し
た
も
の

倒
　
ハ
ン
ブ
ル
グ
州
所
管
の
財
団
法
人

　
　
（
S
t
i
f
t
u
n
g
）
及
び
社
団
法
人
（
K
o
r
p
r
-

s
c
h
a
f
t
）
、
は
そ
れ
ぞ
れ
五
団
体
及
び
一

　
五
団
体
で
あ
り
、
会
社
組
織
（
A
G
.

G

m
.

b
.
H
.
）
が
圧
倒
的
に
多
い
点
に
　
色
が
あ

　
る
。

巾
　
『
地
方
自
治
の
経
営
』
（
高
寄
昇
三
、

　
学
陽
書
房
）
　
一
四
七
ペ
ー
ジ
以
下
参
照

閣
　
準
公
共
財
に
つ
い
て
は
、
『
公
共
サ
ー

　
ビ
ス
の
理
論
と
政
策
』
（
能
勢
哲
也
、
日

　
本
経
済
新
聞
社
）
、
『
N
I
R
A

O
U
T
P
U
T

　

N
R
C
―
7
9
-
2
b
（
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
産
業

　
化
）
』
（
総
合
研
究
開
発
機
構
）
、
注
肪

　
前
掲
書
な
ど
が
純
粋
理
論
を
一
歩
進
め
て

　
お
り
、
実
務
上
参
考
と
な
る
。

　
　
　
　
〈
都
市
計
画
局
総
務
部
調
査
課
長
〉
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